
杉本市長に受賞を報告した赤堀さん（右）

■法務大臣表彰を受賞

　人権擁護委員としての永年に渡る活動が認めら
れ、法務大臣から表彰を受けた赤

あ か

堀
ほ り

康
や す

彦
ひ こ

さん（細
江区）が10月31日、杉本市長を表敬訪問しました。
　赤堀さんは、平成21年から人権擁護委員を務め
ています。その間、人権相談への対応や問題解決
に向けた活動、人権侵害被害者の救済、学校や地
域における人権啓発活動など、地域に密着した活
動に積極的に取り組み、人権の擁護と人権思想の
普及に多大な貢献をしたことから、法務大臣から
表彰されました。

人権思想の普及に多大な貢献

■富士山静岡空港に関する研究の成果を関係者に発表

　小学３年から６年までの４年間、夏休みに富士
山静岡空港について課題研究を行った松

ま つ

本
も と

早
さ

矢
や

さ
ん（坂部小６年）が11月19日、富士山静岡空港を
訪れ、西

に し

村
む ら

等
ひとし

社長ら関係者に研究内容を発表し
ました。発表を聞いた西村社長は「私たちと同じ
考えのところもあるし、勉強になるところもあっ
て素晴らしい。目指すところは同じなので、ぜひ
この研究内容を社内で共有したい」と感想を述べ
ました。松本さんは「中学校でも研究を続けたい」
と目を輝かせていました。

４年間の研究の積み重ねを披露

西村社長（左）に研究内容の説明をする松本さん（右）

タブレット端末でドローンを操作する児童

■プログラミング体験教室

　細江小学校は11月、㈱マキノハラボから講師を
招いてプログラミング体験教室を開催し、５年生
がクラスごとに３日に分かれて参加しました。
　児童は、教室でプログラミングの基礎知識や機
器の操作方法を学んだ後、体育館に移動し、「ド
ローンを三角形に飛行させて着陸させる」などの
課題に挑戦。指示通りにドローンを飛行させるよ
う、飛行する距離や角度などを班ごとに試行錯誤
しながら、タブレット端末にプログラムを入力し
てドローンを操作しました。

ドローンでプログラミングを学ぶ

会場いっぱいに展示された市民の力作を鑑賞する来場者

■第14回牧之原市文化祭

　第14回牧之原市文化祭が11月２日～４日の３日
間、静波体育館や榛原文化センター、い～らなど
で開催されました。
　静波体育館では、市文化協会会員をはじめ日ご
ろから創作活動をしている市民や園児、小中学生、
高校生らの絵画や書道、水墨画、俳句、写真など
の力作が多数展示されました。また、榛原文化セ
ンターでは、茶会やお茶の手揉み実演、お茶の試
飲、囲碁大会、おはなし会などが行われ、来場者
は芸術の秋を楽しみました。

市民の力作で芸術の秋を満喫

城跡を生かした地域づくりを

　勝間田城趾543年祭講演会「牧之原の城」
が11月24日、勝間田小学校体育館で開催され、
市内外から約800人が来場しました。
　「城跡を生かした地域づくり」と題した基
調講演では、講師の加

か

藤
と う

理
ま さ

文
ふ み

さん（城郭協会
理事）が、全国各地にある城跡の写真をもと
にこれからの勝間田城趾について講話しまし
た。また、春

しゅん

風
ぷ う

亭
て い

昇
しょう

太
た

師匠（落語家・城郭研
究家）と萩

は ぎ

原
わ ら

さちこさん（城郭ライター）を
交えたトークショーも開催。40年ぶりに勝間
田城趾を訪れたという春風亭昇太師匠は「５
重の堀切がとても良い」と感想を話すなど、
専門家の目線から勝間田城の魅力や今後の課
題について語りました。

■勝間田城
じょう

趾
し

543年祭講演会「牧之原の城」

勝間田城趾の魅力を専門家目線で語る春風亭昇太師匠（右から２人目）

海上安全と無病息災を祈って
■鹿島神社の御船神事

　市指定無形民俗文化財「鹿島神社の御船神事」
（川崎区）が、11月３日に行われました。
　この御船神事は、江戸時代後期から続く鹿島神
社の例祭で、海上安全と無病息災を祈る神事です。
また、子どもを菱

ひ

垣
が き

廻
か い

船
せ ん

の模型に乗せると、けが
や病気をしないとも伝えられています。
　神事では、菱垣廻船の模型（全長約２メートル）
を鹿島の船若衆が担ぎ、「よいこらせ」「よいこら
せ」と掛け声に合わせ、威勢良く荒波を超えて航
海をする様子を表現しました。

荒波を超えて航海をする様子を表現する船若衆

自身の子育て経験について講話する橘こころ氏

■家庭と地域で子どもを育てる市民のつどい

　11月23日、相良総合センターい～らで「家庭と地
域で子どもを育てる市民のつどい」が行われました。
　これは、「静岡県子供・若者育成支援強調月間」
である11月に、県内の青年健全育成関係者が一同
に会した県大会で、青少年団体などの顕彰表彰式
や市内中学生の「わたしの主張2019」優秀作品
の表彰・発表などが行われました。
　基調講演では、講師の「ビリギャルの母」橘

たちばな

こころさんが、実体験やビリギャル家族の真実を
題材に子育てについて講話しました。

子ども・若者育成支援の発展を図る
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